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14:

00
か
ら
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜

で
来
賓
、
役
員
、
組
合
員
併

せ
て
60

名
の
参
加
に
よ
り

「
第
２
６
回
連
合
ユ
ニ
オ
ン

神
奈
川
定
期
大
会
」
を
開
催

し
た
。

林
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
か
な
が
わ
労
働
セ
ン
タ
ー

の
遠
山
副
主
幹
と
労
働
福
祉

団
体
を
代
表
し
て
、
こ
く
み

ん
共
済
の
北
原
本
部
長
か
ら

来
賓
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
議
事
に
入
り
、
牧
田
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
経
過
報
告
、

岡
本
副
委
員
長
か
ら
決
算
報

告
、
照
井
会
計
監
査
か
ら
監

査
報
告
を
受
け
た
後
、
審
議

事
項
に
入
っ
た
。

審
議
は
3
議
案
で
、2

0
2
5

年
度
の
活
動
方
針
案
を
成
重

書
記
長
、2

0
2
5

年
度
の
予
算

案
を
岡
本
副
委
員
長
、
規
約

の
改
正
案
を
安
部
副
委
員
長

か
ら
提
案
し
、
参
加
組
合
員

の
満
場
一
致
で
採
決
さ
れ
た
。

会
場
か
ら
は
、
今
年
度
の
春

闘
の
取
り
組
み
に
関
連
し
て
、

厳
し
い
生
活
実
態
を
訴
え
る

声
や
、
職
場
の
働
く
環
境
に

関
連
し
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
峰
執
行
委
員
か

ら
新
年
度
の
役
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

閉
会
の
挨
拶
は
、
紙
屋
顧
問

か
ら
連
合
ユ
ニ
オ
ン
神
奈
川

の
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
熱
弁
さ
れ
、
最
後
に
林
執

行
委
員
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

10
分
間
の
休
憩
の
後
、
神

奈
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局

長
の
弓
場
佳
多
子
氏
を
講
師

に
招
き
「
労
働
裁
判
っ
て
ど

う
進
む
の
？
」
と
い
う
題
目

で
講
演
会
を
開
催
し
た
。

弓
場
氏
は
、
現
在
の
労
働

委
員
会
の
前
職
で
、
裁
判
官

の
経
験
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
労
働
裁
判
の
流
れ
を
ポ

イ
ン
ト
に
講
演
を
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
講
演
と
な
っ

た
。そ

の
後
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
林
執
行
委
員
長
の
主
催

者
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓
と

し
て
神
奈
川
総
合
法
律
事
務

所
の
西
川
弁
護
士
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
大
会
で
新

任
と
し
て
承
認
さ
れ
た
久
保

田
横
浜
地
域
連
合
事
務
局
長

の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。
そ
の

中
で
、
元
連
合
神
奈
川
会
長

の
野
村
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

懇
親
会
は
、
例
年
行
わ
れ

て
い
る
組
合
員
紹
介
や
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
情
報
交
流
の

場
と
な
り
、
大
変
盛
り
上
が
っ

た
も
の
と
な
っ
た
。
新
執
行

委
員
の
小
杉
相
模
原
地
域
連

合
事
務
局
長
の
挨
拶
で
閉
会

と
な
っ
た
。

書
記
長

成
重
恒
夫
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一人でも入れる組合

第
２
６
回
連
合
ユ
ニ
オ
ン
神
奈
川

定
期
大
会
開
催
さ
れ
る

中止の連絡

４月２５日金曜日に予定していました

「 ユニオン学習会」を中止します。

学習会を楽しみにしていた組合員の皆さん、

申し訳ありません。

林執行委員長



連合神奈川

第９６回かながわ中央メーデー

４月２６日土曜日10時～13時

場所：横浜・臨港パーク

（西区みなとみらい一丁目）

＊雨天決行（荒天中止）

メ
ー
デ
ー
は
労
働
者
の
地
位
や

労
働
条
件
の
向
上
な
ど
を
、
社
会

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発

信
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
組

合
の
垣
根
を
超
え
た
者
ど
お
し
の

貴
重
な
交
流
の
場
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
意
義
や
役
割
は
引
き
続
き
重

要
な
も
の
で
す
。

会
場
内
は
四
つ
の
エ
リ
ア
に
分

か
れ
て
い
ま
す
が
、
ユ
ニ
オ
ン
の

旗
を
目
印
に
集
合
願
い
ま
す
。

第
26
回
定
期
大
会
に
出
席
致
し
ま

し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
以
来
労
働

組
合
の
あ
る
職
場
で
働
い
た
事
が
無

か
っ
た
の
で
連
合
ユ
ニ
オ
ン
神
奈
川

に
つ
い
て
も
全
く
知
識
が
無
か
っ
た

の
で
す
が
意
義
、
活
動
内
容
、
国
の

情
勢
等
の
お
話
を
伺
い
昨
年
度
大
会

よ
り
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

組
合
の
存
在
が
私
達
の
社
会
的
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
為
に
大
切
な
事
で
あ
る

と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。
専
門

的
な
法
律
の
お
話
も
分
か
り
や
す
く

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
興
味
深
い
内

容
で
も
っ
と
色
々
聞
い
て
み
た
い
と

思
い
な
が
ら
視
野
を
広
げ
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
役
に
立
つ
お
話
が
伺
え

て
来
年
も
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
に
弱
い
立
場
の
味
方
に
立
ち
活

動
し
て
下
さ
る
連
合
の
皆
様
と
弁
護

士
の
先
生
に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

小幡組合員

二
度
目
の
定
期
大
会

昨
年
に
引
き
続
き
、
家
族
で
参
加

い
た
し
ま
し
た
高
橋
で
す
。
子
ど
も

を
連
れ
て
の
参
加
者
が
い
な
い
中
で

の
参
加
で
す
が
、
普
通
に
生
活
し
て

い
る
子
ど
も
ら
に
と
っ
て
は
、
年
齢

的
に
も
環
境
的
に
も
見
聞
き
す
る
こ

と
も
な
い
労
働
問
題
で
し
た
。
家
族

や
学
校
の
先
生
以
外
に
は
出
会
う
こ

と
も
関
心
を
持
つ
こ
と
も
な
い
大
人

社
会
の
知
識
を
得
ら
れ
、
大
変
有
意

義
で
し
た
。

個
人
的
に
は
、
も
っ
と
早
く
労
働
審

判
制
度
の
資
料
を
欲
し
か
っ
た
…
…
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
族
で
大
会
に
参
加
し
て

高
橋
一
弘

代
筆
幸
世

高橋さんご一家

５月１８日

日曜日

まちかど労働相談会

６月７日

土曜日

ユニオン組合員

歴史散策


